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地域の教育支援と学校改善に関する試論

一一掛J11市放課後子ども教室「はぐくらぶ」を事例として一一

津瀬崇

Community Support for Public Education and School Improvement: A Case Study of 

Afterschool Activities “Hug-club" in Kakegawa 

Takashi SAWASE 

1 研究の目的

本研究は、「かけがわ型放課後等教育支援システム『はぐくらぶ~J (以下、「はぐくらぶJ)を事

例として、子どもの自立を支援する視点を重視した地域学校協働活動のシステム構築のためのプ

ロセスを例示するとともに、地域の教育支援を生かして地域学校協働活動を充実させ、学校改善

につなげるための手段を提案することを目的とする。

2 研究の概要

本研究では、以下の①から⑤の研究方法を横断的に検討することで、掛川市中学校区学園化構

想と「はぐくらぶ」の展開が今後さらに充実し持続可能な活動となるために必要な手順をまとめ

る。また、「はぐくらぶ」の実態をもとに地域学校協働の課題と改善策を検討し、子どもの自立を

支援するための視点を重視した「地域学校協働活動かけがわモデル(筆者案)Jを提案することで、

地域学校協働活動を充実させ、学校改善につなげるための手段を示すロ

①複雑化・困難化している子どもを取り巻く社会状況を、構造的・経済的な背景をもとにまとめ

る。人口減少や子どもの貧困問題などが子どもに与えている影響について把握する。

②地域とともにある学校づくりに関する園や静岡県の目指す方向性を明確にし、掛J11市の現状

と比較することで、掛川|市の課題と改善策を検討する。

③掛川|市教育委員会が実施した「掛川|市放課後の児童の過ごし方に関するアンケート」の質問紙

作成や集計の協力を行い、掛川市の児童の放課後の過ごし方の実態把握を行う。

④掛川|市中学校区学園化構想の「大浜学園」と「若つつじ学園」の 2つの学園の「はぐくらぶ」

の運営に関わりながら、その内容を記録して掛川市教育委員会へ情報提供する。「はぐくらぶ」

の実施状況を掛川|市教育委員会と共有させていただき、課題と改善策を検討する。

⑤掛川|市における今後の地域学校協働活動の在り方「地域学校協働かけがわモデル(筆者案)J

を考案し、地域学校協働活動を充実させるための方策を提案する。

3 政策的な背景

現在我が国は急激な少子化・高齢化の進行に伴う人口の減少、過疎化の進行などによる地域コ

ミュニティの衰退、格差の再生産、子どもの貧困などの課題を抱えている。また、核家族やひと

り親家庭、共働き世帯の増加など家庭教育に課題を抱えている場合も少なくない。

2006 (平成 18)年に改Eされた教育基本法には、「学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協

力」の条項が新設され、学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育てる体制を整

えるための具体化の柱として「学校支援地域本部jが挙げられている。また、 20日(平成27)年
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教育支援やセーフテイネットに支えられてきたのか、地域にはどのような教育支援が存在してい

るのかを包括的にみとる必要がある。

6 地域学校協働活動に対する教員の意識

掛川市内A小学校で行った「はぐくらぶ」に関する情報提供と質問紙調査の結果から、例

えば、 「社会全体で子どもを支えるという視点は大切であると思うか」の項目においては、

「とてもそう思うJが 92.3%、 「まあまあそう思う」が 7.7%となっており、教員は地域連

携の必要性を強く感じていることが確認できた。しかし、学校以外の教育支援や地域との連携

で校務が軽減されるというイメージをもてる教員とそうでない教員とでは差があるという現

状も明らかになった。地域の教育支援を学校改善に生かすというイメージはもちにくいとい

う課題を捉えることができた。学校現場の教員が地域連携の成果等をイメージできることは、

学校改善につなげるための重要な要素になるといえる。

7 掛川市放課後等教育支援システム「はぐ〈らぶ』の実践

掛川|市教育委員会は 2016(平成 28)年度、掛川市中学校区学園化構想の9つの学園のうち掛川

市立大浜中学校区の「大浜学園」と掛川市立大須賀中学校区の「若つつじ学園」の 2つの学園を

「はぐくらぶ」のモデル地区に指定した。どちらの学園も子ども育成支援協議会が主体となり「は

ぐくらぶ」を展開した。表 lは「はぐくらぶの」主な活動内容である。

表 1 rはぐくらぶjの主な活動内容

活動場所各小学校体育館(運動場)

活動時間 15:00~16:00 

内容 輪投げ、方言カノレ夕、すごろく、風船遊び、ドッジボーノレ、折り紙、ボッチャなど

講師等 原則として地域住民、各団体、協会等によるボランティア

学童保育児童の参加 自由参加(ほぼ全員参加)、学童指導員も参加

参加者の把握 地域コーディネーターが参加申込書を作成し各学校で配布

運営者子ども育成支援協議会(地域コーディネーター)

実際に「はぐくらぶ」を企画・運営した、「大浜学園」と「若つつじ学園」の 2つの学園の地域

コーディネータ一等の子ども育成支援協議会の方々への聞き取り調査から以下のような回答が得

られた。

-今回参加してくれた子どもたちが次回も参加してくれるか不安ロリピーターを増やしていきたいロ

・子ども教室を運営する側としては参加児童が多い方が嬉しいが、参加児童が多いからといってそ

れが良いわけでもない。ニーズのある児童に必要な支援をすることが大切。

・子どもが安心して遊べるように準備をする。保護者が安心して子どもを参加させられるような子

ども教室(活動内容や運営方法)にしたい。

・学校施設を利用するので、学校としっかりと協力をして良い活動にしたい。

・学童では固定された人間関係で毎日生活しているので、このような機会があるととてもよい。

-地域にはいろいろな特技をもっている方がたくさんいる。工夫次第で様々な活動が可能である。
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図3は、現在掛川市教育委員会が取り組んでいる中学校区学園化構想をもとに、今後の発展的

な展開の一例として筆者が作成した「地域学校協働かけがわモデル(筆者案)Jである。掛川|市中

学校区学園化構想のさらなる発展のために、コミュニティ・スクールの視点から次の6点を特に

意識して作成した。

-多くの人々の参加を促進

-活動の総合化・ネットワーク化

• r学校のプラットフォーム化」との関連
.学校側の意識の転換

-地区まちづくり協議会との連携 ・学園ごとの課題・テーマ設定

今後は、小中一貫教育の推進や地区まちづくり協議会と連動して子ども育成支援協議会を位置

づけるなど、地域学校協働活動を体系化していくことでさらなる発展が可能であるということを

強調しておきたい。地域とともにある学校に転換するための仕組みとしてのコミュニティ・スク

ールと社会教育としての地域学校協働本部が共にその機能を高めるために「地域学校協働かけが

わモデル(筆者案)Jはうまく合致するはずである。

9 おわりに

筆者は社会全体の教育支援に視点をあててアクションリサーチを行い、地域には実に多くの教

育支援が存在しているということが実感をもって理解できた。例えば、貧困等の経済的な問題を

抱えている子どもは、社会からも孤立した状態にあり地域住民とのつながりも希薄となっている

ことが多い。家庭の教育機能が十分に発揮されない状況において、子どもたちに生じている課題

が、学校が抱える課題を複雑化・困難化させていることもあるロ学校にとって、社会や地域に数

多く存在している教育支援を今一度見直し体系化して把握することは、学校改善に直接つながる

重要な手段となる。

地域の教育支援は、学校教育を補完する役割も呆たしている。本研究で事例として取り上げた

「放課後子ども教室事業」には、体験活動や交流活動、地域住民との交流などの地域学校協働活

動に必要な要素が数多く含まれている。地域の教育支援は学校を支え、学校が抱える複雑化・困

難化した課題を解決するための大きな力となる。つまり、地域の教育支援の質的な向上は、学校

改善につながる。

本研究を通して筆者が強く感じたことは、教育の全体系のなかの一部分に学校があり「子ども

の学びは学校だけではない」ということである。これと同時に、一部分といっても学校の役割と

影響はとても大きいということも改めて実感した。子どもの学びは様々なところでつながってい

るという意味において、学校現場の教員は社会全体の教育体系をもっと意識しなければならな

い。コミュニティ・スクールや地域学校協働活動が，思うように推進されない一因は、教員のこの

点における課題把握にある。地域には、子どもたちの健やかな成長を心から願い、誠実に協力し

てくれる人たちが数多くいる。筆者はこれまで、「コミュニティ・スクールや地域学校協働活動

を推進するために教員の意識をどのように変えればよいのか」と聞かれて、明快な解答がなく困

っていた。しかし、本研究を通して、自ら体験した「子どもの学びの総体」という考え方からそ

の答えは導き出せると考えられるようになった。学校現場の教員が「子どもの学びの総体」を理

解することで、地域の教育支援を生かした学校改善が飛躍的に進んでいくだろう。筆者のこれか

らの役割は、このことを現場の教員に熱く語っていくことである。


